
令和６年（ 2024 年）１１月吉日

報道機関 各 位

函館港イルミナシオン映画祭実行委員会

実行委員長 米 田 哲 平

函館港イルミナシオン映画祭・第２８回シナリオ大賞の決定および

第３０回函館港イルミナシオン映画祭の開催について

時下，ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配

を賜り，厚くお礼申し上げます。

当映画祭は，「街が丸ごと撮影所のような函館の街から，新しい函館発の

映画を全国に発信しよう！」として平成７年（1995 年）から活動を開始し，
今年で３０回目を迎えました。また，シナリオ大賞を平成８年度（ 1996 年
度）から実施しており，直近では第２３回シナリオ大賞荒俣宏賞受賞作品「自

宅警備員のフェアリーテイル」（上映タイトル：自宅警備員と家事妖精）」，

第１３回審査員奨励賞受賞作品「記憶代理人」（上映タイトル：消せない記

憶）が全国上映されております。

今年は，初日の会場を函館山ロープウェイ山頂展望台クレモナホール，２

日目・３日目の会場を函館市公民館とし，公式パーティーも開催いたします。

つきましては，この度本年度のシナリオ大賞の受賞作品が決定いたしまし

たのでお知らせいたしますとともに，来る１２月６日（金）～１２月８日

（日）の３日間，函館山ロープウェイ山頂展望台クレモナホール，函館市公

民館を会場に開催しますので，貴機関における報道方宜しくお願い申し上げ

ます。

なお，表彰式は１２月６日（金）に函館山ロープウェイ山頂展望台クレモ

ナホール（悪天候等によりロープウェイが運休した場合は函館市公民館に会

場が変更）にて行います。

問合せ先

函館港イルミナシオン映画祭函館事務局

℡ 0138-22-1037



２０２４第３０回函館港イルミナシオン映画祭 

第２８回シナリオ大賞の結果報告 

 

○応募総数 ６６作品 

 

○最終審査決定 １１月１１日（月） 

 

○審査員 

荒俣宏（作家） 河井信哉（プロデューサー） 三島有紀子（映画監督） 

 

・函館市長賞（グランプリ）  賞金１００万円 

タイトル     「函館家族」  

受賞者      土屋 眞利（つちや まさとし） ４５歳 

         静岡県駿東郡長泉町在住 

本人プロフィール 別添のとおり 

受賞作あらすじ  別添のとおり 

 

・準グランプリ  賞金１０万円 

タイトル     「パンと小麦粉とひまわり」  

受賞者      大島 範之（おおしま のりゆき） ６４歳 

         東京都品川区在住 

本人プロフィール 別添のとおり 

受賞作あらすじ  別添のとおり 

  











【作者プロフィール】 

 

 １９７９年生まれ。大学卒業後、映画美学校フィクションコースへ。映画制作

の全体を学び、専門を脚本とすることを決意。その後、シナリオ作家協会シナリ

オ講座でシナリオ作法を学び、現在に至る。 

 

 

【受賞喜びの言葉】 

 

 温めていたアイデアがありました。二〇二三年の阪神タイガース日本一で、シ

ナリオ化するお膳立ては整ったと思われたのですが、まだ何か足りない。 

 そんなある日、青函連絡船から函館の港に降り立つ、やせっぽちの青年ふたり

が私の前に現れました。 

 函館市には、『映画』を大切にし、『映像化』に真剣に取り組んでくれる有名な

シナリオコンクールが存在することはもちろん知っていました。 

 函館市について調べると、ありました。必要なものがすべてありました。興奮

しました。 

 シナリオ『『函館家族』を夢中になって書いた二〇二四年の初夏を、私は生涯忘

れないでしょう。 

 本当にありがとうございました。 

 

 

 



 
 











 

【プロフィール】 

１９６０年、東京生まれ。大学卒業後、雑誌などで取材、編集業務に従事。人物

インタビューやルポルタージュなどノンフィクション分野での取材経験が多い。

シナリオ作品を愛読するあまり、脚本執筆の技術を学び始めた。 

 

 

【受賞喜びの言葉】 

伝統ある映画祭で、このような賞をいただくことができ、大変、光栄に感じて

おります。以前、夜間の飛行機で函館を訪れた時、真っ暗な海峡と半島の中で、

まぶしく輝いていた函館が忘れられません。先人たちは、どんな思いで明かりを

見つめ、海を渡って来たのだろうか。いつか書いてみたいと思いました。賞をい

ただいた作品の主人公は、ウクライナから亡命した一家の娘です。いまだ世界の

各地では、民族の紛争や対立が止みません。多様な人たちを受け入れながら発展

してきた函館の歴史と風土に思いをはせ、書かせていただきました。 






